
 

平成３０年６月１５日 

報道機関各位 

                             熊 本 大 学 

熊本大学くまもと水循環・減災研究教育センター 

復興のデザイン～この町で暮らし続けるために～ 

 

 地震から 2 年が経ち、復興の形も少しずつ見え始めてきた益城町。熊本大学くまもと

水循環・減災研究教育センターは、地震直後から益城町に通い続け、現在ではサテライト

研究施設「ましきラボ」を拠点として、様々な支援活動を行っています。 

しかし、復興において、複雑で多様な課題が存在します。特に益城町においては、市街

部と集落部で課題も大きく異なります。加えて、人口減少という日本の地域が抱えている

問題にも、直面していると言えるでしょう。そのような状況のなか、住民の皆様が、この

町に暮らし続けていくためには、何が必要なのでしょうか。様々な課題に広く目配せしつ

つも、あるべき一つの未来を形作ること、すなわち、「復興」を「デザイン」することが

大切であると私たちは考えました。 

そこで、本シンポジウムでは、東日本大震災における復興などにも精通している建築家

の内藤廣氏を基調講演にお迎えし、さらに、復興に勢力的に取り組んでいる住民の方々や

益城町の復興に精通している学識者との議論を通して、人々がこの町で暮らし続けていく

ために、復興は何ができるのか、そのデザインの可能性や方向性について、皆様と考えた

いと思います。 

つきましては、広く一般の方へお知らせいただくとともに、当日の取材方、よろしくお

願いいたします。 

記 

 

【日  時】平成３０年７月１０日（火）１８：００～２０：３０ 

【場  所】益城町交流情報センター ミナテラス 視聴覚室 

【主  催】熊本大学くまもと水循環・減災研究教育センター、熊本大学ましきラボ 

【後  援】益城町 

【対  象】一般の方（興味がある方はどなたでも） 事前申し込み不要 

【参 加 費】無料 

【お問い合わせ先】 

熊本大学くまもと水循環・減災研究

教育センター 

担当：星野、小川、村上 

TEL：096-342-3490 

Mail:cwmd2017@kumamoto-u.ac.jp 
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